
第46回益田市行財政改革審議会

令和７年5月28日（水）10：00～12：00

益田市政策企画局政策企画課

資料１
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説明
•R6報告・R7取組概要 10：10～10：25

全体
•意見交換 10：25～10：50

説明
•公式LINEの機能拡張 10：50～1１：05

全体
•意見交換 1１：05～11：30

まとめ
•今後のスケジュール １１：３０～1１：４0

本日のながれ
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令和６年度の取組報告
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上半期

検討

下半期

実装

令和６年度の取組
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窓口改革の取組
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検証視点 実施内容 結果

市民目線

・来庁者アンケート
（224名回答）

満足度（大変満足または満足と回答した方の割合）

・サービス全体 87％

・窓口での説明 88％

・庁舎案内 76％

・窓口体験調査

体験調査での課題

・一部の窓口で記入負担あり

・庁舎内で「迷う・不安・わからない」

・来庁者の発券機操作誤り

・発券後の動線（待つ場所が分からない）

職員目線
・窓口改革プロジェクトチーム（PT）会議
・BPR（業務改革）勉強会の開催（研修参加）
・諫早市視察

・ワンストップ業務の対応・連携方法等に課題あり

窓口改革 検証結果
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取組 成果 備考

窓口改革

「書かない窓口」の範囲拡大
分庁舎での「書かない窓口」活用
（令和７年２月～）

令和６年度検証➔令和７年度実装
ワンストップ業務の拡大
（保険課業務）

窓口改革ＰＴによるＢＰＲの推進

体験調査での課題に対応
・手続案内書見直し
・転入時配布物・配布方法の見直し
・庁舎案内図の作成

オンライン申請勉強会の開催
・活用事例紹介、フォーム作成

全庁改革

（DDX)

各課個別の課題

各課で推進➔好事例を全庁展開
DDX大賞での優良事例表彰

全庁共通の課題

好事例の全庁展開による推進

・ペーパーレス会議の推進

・問い合わせ対応の効率化
・文書受付・発送簿のデジタル化

令和６年度の取組実績
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分庁舎での「書かない窓口」活用
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必ず渡すものはビニールバッグに
入れ、市民課にてお渡し

広報ますだ・パンフレット・ごみカ
レンダーは市民課近くのラックへ配
架。セルフサービス。

ごみカレンダー
地区早見表付き

転入時配布物・配布方法の見直し
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庁舎案内図の作成
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日時：令和７年２月２５日（火）１５：００～１６：３０
場所：市役所分館３階 Ｂ会議室

オンライン申請勉強会の開催

12



全庁改革の取組
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Ｒ６全庁改革（DDX）取組結果

DDX課題

290件

各課個別の課題

145件/290件

対応済 42件

（29％）

対応中 64件

（４４％）

未対応 39件

（27％）

全庁共通の課題

145件/290

対応済 15件

（10％）

対応中 29件

（20％）

未対応 101件

（70％）
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DDX大賞
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試行期間：令和６年１１月１日（金）～
運用開始：令和６年１２月２日（月）～

ペーパーレス会議の推進
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各課業務50音表_2024年度版.xlsx益田市事務分掌規則等（統合版）

問い合わせ対応の効率化
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http://www.root.city.masuda.lg.jp/portal/dneo/zdoc.exe?cmd=docdispattach&id=2875&folder=148&fno=4&filename=03_%E5%90%84%E8%AA%B2%E6%A5%AD%E5%8B%9950%E9%9F%B3%E8%A1%A8_2024%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E7%89%88.xlsx


文書受付・発送簿のデジタル化
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令和７年度の取組提起
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1. マイナンバーカードを用いた行政手続のオンライン化等によ

り、引き続き市民の利便性の更なる向上と内部業務の効率

化を進める

2. デジタル技術の恩恵を地域社会全体にもたらすため、条例

や規則等に含まれるアナログ規制の点検・見直しを進める

Ｒ６施政方針（DX関連項目）R７施政方針（DX関連項目）
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現状と課題

 各課ＤＤＸの課題への対応
（対応済 ４２件 / １４５件）

 アナログ規制の点検・見直し

これまでの取組の成果

 市民の満足度向上
 内部業務の効率化
 各課での業務改革進展

今後の方向性

「ＤＸで市民も職員もハッピーに」
業務改革を継続して、さらなる市民の利便性向上及び内部
業務の効率化を図り、市民・職員の幸福の実現をめざす。

コンセプト ますだトランスフォーメーション

ターゲット 全庁改革 窓口改革

プロジェクト
ＤＤＸプロジェクト

～できることから どんどん 改革～
「書かない 行かない まわらない」
みんなに優しい窓口改革プロジェクト

推進体制 ＤＸ推進会議（ＤＸ推進委員） 窓口改革プロジェクトチーム

具体的な取組
1. ＤＤＸの取組継続
2. アナログ規制の点検・見直し
3. 生成ＡＩ導入研究

1. 書かないワンストップ業務の拡大
2. オンライン手続の拡大

スケジュール
上半期：検討（準備）フェーズ ⇒ 下半期：実装フェーズ
＊全庁的に、できることからすぐに取り組む。＊予算化が必要なものは優先順位を検討し、計画的に実施

達成方法
1. 目標数値を設定し、全庁的に取組を推進
2. 進捗状況の見える化によるＰＤＣＡ

令和７年度の取組（案）について
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DX推進本部会議
推進本部長（副市長）＋部局長

〇〇課

DX推進委員

〇〇課

DX推進委員

〇〇課

DX推進委員

〇〇課

DX推進委員

DX推進会議

所属長＋DX推進委員

市長
最高責任者

窓口改革プロジェクトチーム（PT)
市民課、税務課、保険課、
子ども福祉課、高齢者福祉課、
障がい者福祉課、情報システム課、
子ども家庭支援課

推進体制

職員 職員 職員 職員 職員職員 職員 職員
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